



















































































（帯） 色粧花錦綬 一件　金鈎、玉 全
紅白素大帯 一絛
（靴） 大紅素紵絲 一雙　襪全
（丹礬紅平羅銷金夾包袱 四條）
③ 生地
紵絲 二疋
黒緑花 一疋
深青素 一疋
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羅 二疋
黒緑 一疋
青素 一疋
白 絲布 十疋……」。
つまり、尚寧本人への下賜品は、主に既製品の服と服の生地からなっている。
既製品の衣装には、普段着の常服、晴れ着の皮弁冠服がワンセットずつ入っ
ている。この既製品のほかに、この既成品を包むのに用いられた風呂敷（四枚）、
表の生地（四疋）と裏の生地（十疋）があることが明確である。
常服は、広がっている角の揃っている紗帽と呼ばれている冠、犀角をあしら
い、縁取った帯（ベルト）、ワンセットの服からなっている。
この常服に入っているワンセットの「服」は、常服羅と呼ばれるものである。
その中身は、真赤な色で、金の糸が交ぜ織られている金織りで、麒麟模様のゼ
ッケン（のち、補や補子と言うようになる）のついている円い領をしている一
枚、青い服（ と言う）の一枚、緑色の下着（貼裏と言う）の一枚、合計、
三枚から構成されている。
皮弁冠・服は、「皮弁冠と皮弁服」の略で、言うまでもなく皮弁冠、皮弁服
を指している。
皮弁冠は、七列の珠や金の飾りが揃っている、皀皺紗の、皮弁冠（七旒とい
う七列の玉、闔い皺紗という生地の、皮弁冠）の一つと袋の揃っている玉の圭
の一本からなっている。
皮弁服は、五章絹地紗皮弁服（五つの色に五つの模様が絵かれている、絹地
紗という生地の、皮弁服）のワンセットのことを指すものである。このワンセ
ットの五章絹地紗皮弁服は、真赤で無地の皮弁服、真白の重ね着、赤色で無地
のスカート、赤色で無地の膝あてという四枚の衣服、一本の赤色で粧花錦とい
う生地の帯と一足の真赤で無地の靴からなっている。一本の赤色で粧花錦の帯
は、金の飾りも、玉の飾りも揃っている。一足の真赤で無地の紵絲の靴には、
靴下もつけられ、揃っている、と記録されている。
以上のようなものは、明末にいたるまで、琉球国中山王は、勅封を受ける際
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に、中国皇帝から下賜されたようである。
勅封の際、このように常服と生地が下賜品の中に入っている以上、常服と生
地を無視し、晴れ着の皮弁冠服にのみ限定し、中国皇帝が琉球国王に対する位
置付けを論じる場合、偏りのない結論を出せるものなのか、おのずから疑問が
生まれた。
それでは、以上のようなものが下賜される歴史がどのようなきっかけで作り
上げられ、どのような経緯や曲折を経て、最終的に、このような下賜品に収斂
されるようになったのか、について考えてみる。
二、冠帯・冠服下賜の概要
琉球は、中国皇帝に定期的な朝貢を行い、この貢物に対して、中国皇帝は、
これを上回る下賜品を出す。例えば、船、お金、織物である。皇帝が即位する
場合には、琉球も、慶賀使を遣わし、慶賀の貢物（特別貢）を進め、慶賀の意
を表わすが、皇帝も当然、特別貢に対して下賜品を出すのである。特別貢があ
るのに対して、これは「特別下賜品」とも言えよう。
中国は、琉球に勅封を行う際にも、下賜品を出す。見てきたように勅封に伴
った下賜品としては服、織物などがある。
勅封との関係で、下賜品としての「冠帯」、「冠服」の歴史を振り返ってみる
と、中琉関係史の中で、はじめて、勅封してくださいという請封の手続きをす
ると同時に、「冠帯の下賜も請い」、そして、この両方を実現させたのは、山南
王の汪応祖であることが明らかである。
１、勅封と「冠帯・冠服下賜」の沿革
（１）、1404年４月、山南王の汪応祖への下賜
『明史』には、永楽二（1404）年四月、「山南王の従弟である汪応祖が使を
遣わし、承察度の喪を告げた。前王に子がなく、その王位を応祖に伝える。乞
いたいのは、朝命を加え、且つ、冠帯を賜わらんことをと謂う。帝が、並びに
これに従い、遂に官を遣わし、勅封した」（2）とある。
（２）、1407年、中山王である思紹への下賜
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そして、勅封を受けるのと同時に、冠服が下賜されたと思われる最初の人は、
中山王の思紹である（3）。
思紹の場合の冠服は、「皮弁冠と朝服」と、より詳細に記載されている。
冠は皮弁冠で、服は朝服である。朝服とは、朝貢のために朝廷の奉天殿に上
がる場合に着る服であり、正式な場合に身に着ける服装である。冠は、幾らか
変化はあったものの、明代を通し、琉球国王に下賜されたのは、皮弁冠という
名称のものである。
（３）、1413年、他魯毎への下賜
思紹の次に請封したのは、山南王である他魯毎である。「永楽十三(1413)年に
山南王の後継者である他魯毎が封ぜんことを請うた。皇帝が行人の陳季若らを
命じ、他魯毎を山南王と封じ、誥命・冠服および宝鈔万五千錠を与えた」（4）と
の記録がある。
このように、中国皇帝から琉球国王への冠服下賜が、当初の山南王から、の
ちの中山王へと、推し広げていき、いかにも制度化されたように見えたが、し
かし、この次に、中山王への勅封になると、また、意外な展開があった。
（４）、1425、尚巴志への下賜経緯
洪熈元（1425）年、思紹の世子である尚巴志が皇帝からの勅封を受けたが、
しかし、翌年宣徳元年（1426年）、尚巴志は、皮弁冠と朝服をまだ奉っていな
いということで、皇帝に請求の文書を出した。この請求のために、皇帝があら
たに自分の使者である柴山を琉球に再度、遣わした。
尚巴志を任命する際、中国から内官の柴山が勅封のために皇帝の使者として
派遣された。彼が琉球にわたっていった際、持っていった皇帝から琉球国尚巴
志に頒賜する目録や文書が残されている。
この中には
「 紗帽 一頂
金相犀帯 一絛
紅羅衣服 一副
紵絲 四匹
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羅 四匹
絲布 一十匹…」（5）とある。
王爵を封じ、冠服を頒賜していただいた（6）という尚巴志から皇帝に提出し
た文書の文言から、このリストに登場しているものを「冠」と「服」として理
解していた。つまり、「金相犀帯」という帯、「紗帽」という冠および「赤い羅
衣服」というワンセットの服である。
いうまでもなく、今回、請求したのは、この中に入るべきなのに、入ってい
ない「皮弁冠」という冠、「朝服」という服のことである。つまり、冠と服は、
頂いてはいたものの、それは、あくまでも紗帽であり、常服であり、皮弁冠と
朝服ではないのである。
「洪武から永楽にいたるまでの間、勅封の過程において、いただいた皮弁
冠・朝服が今回は承っていないので、前例に従い、支給していただきたい」と
いうのは、尚巴志からの請求、いや、皇帝への依頼内容であった。
これを受け、皇帝は、礼部に調査を行わせ、前回に皮弁冠・朝服があるのな
ら、今回も与えるようにと指示を出した。結果的には、前例の思紹の場合に、
皮弁冠・朝服があったから、尚巴志にも同じものが下賜されたのである。
尚巴志には「冠」、「服」と生地が下賜品として下賜されたものの、これは二
回に分かれて、渡されたのである。
ようするに、尚巴志への冠服には、常服（紗帽・金相犀帯・紅羅衣服）と皮
弁冠・朝服という二種類がある。まず、勅封の際、常服のみが、生地とともに
下賜された。もう一種類の皮弁冠・朝服は、その後、尚巴志本人からの請求が
あってはじめて与えられたという曲折があったのである。
もし、尚巴志からの請求がなければ、尚巴志への皮弁冠・朝服の下賜も無か
ったと思われる。強いて言えば、尚巴志からの請求がなければ、これがきっか
けとなり、琉球国中山王への皮弁冠・朝服下賜の歴史も、これをもって、中断
されることになったかもしれない。
請求がなければ、下賜しないこと自身は、明朝から琉球への勅封儀式に皮弁
冠、朝服の下賜が不可欠ではないという認識を持った担当者がいたことを意味
している。
宣徳二年五月二十四日付の礼部の咨文（7）によると、柴山が勅封に行く前の
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永楽二十二年二月のうち、礼部が琉球国王世子である尚巴志の襲爵（王位継承）
用の冠服を作るようにと、すでに工部に咨文を出していた。にもかかわらず、
工部では、皮弁冠・朝服の用意はできなかった。
尚巴志への常服の製作は、工部が責任を持って担当したのであれば、常服よ
り大事な皮弁冠・朝服が単純に事務処理の段階で忘れられたとは、とうてい考
えられない。ここで唯一、考えられるのは、尚巴志の襲爵（王位継承）用の冠
服を作るようにとの咨文を受けた工部では、用意したのは、最初、尚巴志に下
賜された常服と生地のみである。
請求された皮弁冠・朝服を追加下賜という方式で尚巴志に渡すために、柴山
が二回目の渡琉をした。追加的に下賜した理由は、あくまでも「前回に皮弁
冠・朝服があった」からである。いわば、皮弁冠・朝服は、柴山のような勅封
を担当するプロをはじめとする人たちにも忘れられるほど、その時点において、
勅封にとって重要なものではなかった。
確かに、皇帝の使者であることを証明する節のようなものや、皇帝からの勅
書など、勅封に不可欠なものならば、皇帝も、わざわざ前例を調べさせる必要
もなかったのであろう。言い換えれば、担当者も、皇帝も、勅封に不可欠なも
のであるとの判断より、前例に従っただけのものである。
それでは、「前例」は、いかなる目的に基づき、どのような経緯があり、作
られてきたのかを振り返ってみよう。
２、「冠帯・冠服下賜」の最初目的
明朝廷は、第一尚氏王統の、初代の中山王である思紹よりも、先に1398年に
おいて、すでに第一尚氏王統より以前の王統の、中山王である察度に冠帯を下
賜した。このほかに、1403年に、山北王の攀安知にも冠帯を下賜した。しかし、
その原因と目的は、別々で、違うもののようである。
まず、中山王に冠帯を下賜した直接の原因は、中山王の「固く請う」姿勢に
あるようである。
「洪武29年（1396年）に中山王である察度が使を遣わして、冠帯を賜らんこ
とを請う。皇帝が彼の外夷、我が中華の礼義に慕い、誠に嘉とし、たかめるべ
きである。礼部が冠帯の図を作り、その図で示すようにという」とある。
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つまり、察度からの請求を受け、皇帝が礼部に冠帯のモデルを書かせ、中山
王に自分たちでつくるように命じた。
しかし、その後、「洪武31年（1398）３月に中山王がふたたび冠帯のために、
請いを為した」。「その王が固く請うたため、冠帯を下賜し」（8）、進貢使者であ
る亜蘭匏らに持ち帰ってもらった。
要するに、皇帝は、冠帯のモデルだけ与え、冠帯そのものは自制させたが、
再度にわたり、強烈に請求されたため、実物まで与えたという経緯であった。
この「固く請うた」中山王と違い、山北王の攀安知が、「冠帯、衣服を賜ら
んことを請う。もって国俗を変える」ためであるという柔軟な姿勢で要求して
きた。国俗を変えようとするのを嘉とし、喜んでいた皇帝がすばやくその要求
に答えたのである。
このように、明代の初期において、中山王への冠帯下賜、その後の山北王へ
の冠帯下賜と山北王の臣下への衣服下賜がスタートしたこと自体は、明朝廷の
立場からいうと、明朝廷の制度から生まれた必然的なものであるより、琉球側
の要求に答えた変則した特例である。
特に臣下への衣服下賜は、特例の中の特例と言えよう。したがって、正統２
年（1437年）に、琉球側から、ふたたび「本国の各官の朝服は年月が経過し、
すでに使用不可能であり、給賜していただきたい」と要求してきた時は、その
モデルにしたがって、みずから縫製しなさいと命じ、朝服そのものを琉球国の
各官への給賜を拒否した（9）。琉球国王以外の琉球官吏に直接的に、朝服を給賜
する歴史に終止符を打ったことになる。
三、冠帯の特異性
（１）、諸王の冠帯の請求とその下賜
現在、冠帯、冠服の下賜と一言でよくいわれているが、当初、琉球国王が
「賜らんことを請う」たのは、見てきたように、冠服でなく、冠帯であった。
「洪武29年（1396年）に中山王も使を遣わして、冠帯を賜らんことを請う」
「永楽元年春、山北王が冠帯を賜るように詔書を出すのを請うた。給賜する
こと、中山の如く」。
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「永楽２年４月に、山南王の従弟である汪応祖が乞うらくは、朝命を加え、
且つ、冠帯を賜わらんことを」（10）とある。
これは、中山王、山北王、山南王と、琉球という空間の全地域の王様からの
請願である。この請願は、冠帯と記録されている。この冠帯は、各地域におい
て、王様自身が使用するのか、王様の臣下に使用させるのか、それとも、両方
使用するのか明記されていない。しかし、このような請求に対して、王様には
冠帯、王様の臣下には冠服を下賜した次のような記録もある。
洪武31年（1398年）３月にその臣下に冠服を下賜するようにと命じた。
永楽元年（1403年）３月に（山北王の）陪臣にも冠服を下賜した（11）とある。
これは冠服を与えたと明記されているが、対象は、国王ではなく、国王の臣
下である。
永楽元年のことについて、『太宗実録』がより詳細な情報を伝えている。
「琉球国山北王の攀安知が善住古耶らを使に遣わし、表を奉じ、朝賀し、方
物を貢ぎに来た。……善住古耶が冠帯、衣服を賜らんことを請い、もって国俗
を変えるという攀安知の言葉を伝えた。皇帝がこれを嘉とし、礼部に命じ、そ
の国王と陪臣に冠服を下賜させた」（12）と。
つまり、冠帯、衣服を賜らんことを請うた山北王の攀安知に対し、冠服を賜
ったという表現になる。ここでは冠服という言葉で「冠帯と衣服」の両方を総
称していると理解できる。
このように、結論から言うと、琉球国の王様に下賜したものは、まず「冠帯」
であり、国王の臣下に下賜したのは、「衣服」である。そして、その表現とし
て、国王とその臣下への「冠帯」と「衣服」の両方を含む「冠服」へと変化し
ていったのである。
（２）、王以外の人たちの冠帯請求と中国側の対応
同じ十四世紀の末から、琉球側の努力により、王様以外の人でも、冠帯が授
けられている人たちがいた。それは華人出身の官人たちである。
『明実録』には、
「洪武二五年（1392）通事の程復、葉希尹がポストと冠帯の下賜を乞い、これ
に従った。
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二七年（1394）王相の亜蘭匏がランクの昇進と冠帯の下賜を乞い、これに
従った。
通事の葉希尹ら二人が又、千戸に当てられるように乞い、
これに従った。
永楽 八年（1410）通事の林佑が冠帯の下賜を乞い、これに従った。
十六年（1417）進貢使に冠帯が下賜された。
宣徳 三年（1428）進貢使の鄭義才と梁回に冠帯が下賜された。」（13）
とあり、どの華人からの、いずれの請求にも冠帯が下賜される形で応えたよ
うである。
また、『歴代宝案』には、「一件は、冠帯の事であります。今、本国には通事
が欠けているのを考慮し、本国人である範徳を選びました。彼は、語言に精通
し、通事というポストに当てたいと考えていますが、しかし、勝手に冠帯を加
えることができないので、合わせて、咨で冠帯の下賜を乞います。もって、帰
国し、毎年、進貢のために往来させます。洪熈元年閏七月十七日（1425年）」
（14）もある。
これは尚巴志からの文書であり、本国人（琉球人）の範徳に冠帯の下賜を請
ったが、冠帯を下賜した文書や、これに関する記録が登場してこない。
このように、明代の初期において、冠帯下賜の対象は、琉球国の中山、山北、
山南という地域の王、あるいは、華人出身官人のいずれであった。
つまり、当初においては、ある程度の地位にいる人に下賜した公服は、「冠
帯」と表現し、それ以外の人に与えた公服は、「衣服」と表現する。その「衣
服」という表現は、また「朝服」とか「冠服」とか、変化する。
「冠帯の下賜」と「冠服の下賜」との間に明確な区別がある（15）。琉球国王
への冠帯の給賜は、その以前の「印の下賜」とも、その後の「勅封」とも、一
致する。そして、属国では「任命は国王に止まる」という冊封使の記録とも矛
盾しない。
なぜ、華人出身の通事などにも冠帯が給賜されたのか。このことは何を意味
しているのかを考えると、それは、彼らも何らかの理由で最初から皇帝に職を
授けていただいたからだと思われる。言い換えれば、皇帝からの任命を受けた
のは、琉球では、国王か華人の官人のみであると言えるのではなかろうか。
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（３）、冠帯とは
冠帯とは、字の通りに理解すれば、冠と帯になるが、中琉交渉史を考える場
合、以下のレベルでとらえることが可能である。
まず、字の如きで、冠と帯に代表されたもので、つまり、冠と帯、ならびに
それに付属する修飾品を含めたものを指している。模様と修飾品の違いにより、
官位の高低を表す意味を持つようになる。
さらに、広い意味で、冠服と同様に、一定の官位にいる人の頭から足までの
正式な服装と見ることが可能である。つまり、「冠・帯」の上に、服を加えた
正式な服装である。
琉球への下賜は、朝服（皮弁冠服）と常服の二種類がある。
皮弁冠服の中で、「皮弁の冠」の存在がもっとも目立つものである。冠も、
弁も、冕も、頭を飾るものである。
「皮弁」は、古代の最も質のよい冠で、上質なもの、鹿の皮を使用している
といわれている。質のよい不易の生地を通じ、初心（古）に戻り、根本を忘れ
ない意を表しているのである。
「玉圭」の「圭」は、「瑞」と同じであり、もともと、「節」、「綬」、「印」な
どがない時代において、王が諸侯に与える根拠になる「信物」である。後世の
印鑑と同様な役割を果たしている。
冕を加えるという意味の「加冕」が任命を表すように、冠は、地位と権力の
シンボルである。同時に政治を掌る際の姿勢を明らかにするものでもある。
まっすぐ垂らしている玉の列（七旒）は、「目が斜めに物事を見ない」ため
に、「列（旒）」と「列（旒）」により作られたまっすぐの隙間から、王に自分
を取り巻く周囲、環境、社会、世界を見させるのである。
このまっすぐの隙間は、王に対する一種の牽制力を持つとともに、王が政治
を行う際の「斜めではない」という「正」という姿勢の表明でもある。
七列である七旒の「七」は、「五章」の「五」と同様に、琉球国王というラ
ンクをデジタル的に冠という角度から規定しているのである。
各種類の模様と鮮やかな色の服への使用は、ただ、審美的なものではなく、
ランクの差をつけ、社会に対し、階級の尊・卑、政治的な賞・罰をあきらかに
し、服もそのデザインを通じ、世を治める道具の一つとなっているのである。
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そして、この社会におけるこの地位と権力を補強的に、もっとも象徴的にか
つ、具体的に表現しているのは、「帯」であろう。言い換えれば、「帯」の有無
により、社会的な地位の有無、高低が明確になる。
前述で明らかになったように、明初において、皇帝が琉球国王からの申請を
受け、下賜したのは、このような一定の官位を表す冠帯であり、冠服そのもの
だけではないのである。冠帯という名の下で、服が与えられたとしても、元来
の下賜目的は、この服にあるのではなく、地位を象徴する冠帯にあった。
言わば、冠帯と冠服とは、二つの別々の概念である。与えられたものの実物
が同じであっても、込められた意味、強調された機能が異なっている。
冠服は、正式な服装の意味があっても、官職任命の概念とは直接的な関係を
持っていないのである。中琉交渉の中で活躍した通訳のことに関して、冠帯土
通事（冠帯を持つ地方通訳の意）という言い方はあるが、冠服土通事という言
い方はない。
ところが、冠帯は違う。通事のランクを意味する「冠帯」は、「食料」（待遇）
「授職」（ポストの所与）とともに、次のような明確な規定がある。
成化「十八年の規定では、通事は、仕事をし、三年になった日に、本部署で、
試験を受ける。合格したら、米が支給される。又、仕事を続け、三年になった
日に、本部署で、試験を受ける。合格したら、吏部の冠帯が送られる。又、仕
事を続け、三年になった日に、試験を受ける。合格したら、実際に序班という
ポストが授けられる。合格しなかった者に関しては、半年、勉強し、再び、試
験を受けることが許可される」（16）となっている。
この冠帯という表現のほうは、冠服より、社会的な付加価値が大きい。冠帯
は「授職」ではないが、その前段階にある状態を表す人事用語でもある。冠帯
を賜わることは、官職につくわけではなくても、実質的には一定の公の資格を
認めることを意味する。
尚巴志への皮弁冠・朝服が忘れられたことに象徴されているように、皮弁冠
服は、明代においては、任命に必須な要素ではないのである。琉球国王への冠
服下賜は、冊封の理論から発展してきた必然的な結果ではなく、あくまでも、
琉球側の努力により、形成、継続された歴史現象の一つである。
琉球で冠帯が下賜された対象は、勅封を受ける予定の琉球国王の世子とその
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華人出身の臣下たちである。
明皇帝が国王の世子に冠帯としての皮弁冠服を与えたのは、あくまでも、皮
弁冠服を下賜品の一つとして認識していたに過ぎないからであろう。
明皇帝が華人出身の人たちに一時期に冠帯を与えたのは、華人出身の人た
ちを琉球国王世子の臣下として見ていたより、自ら琉球に遣わした人々とし
て、見ていたからであろう。つまり、自分の恩恵を、琉球国王世子を介し、
その臣下に及ぼしたものではなく、皇帝は自分の直接的な臣下として考え、
冠帯を与えたのである。
これは、十四世紀から開始された中琉交渉史当初の実態、たとえば 人36姓
の下賜、久米村のあり方、久米村住民の構成、久米村と王府との関係、あえて
言えば、久米村を通しての琉球国と中国との関係を考える上でも、非常に重要
な意味あいを持つものである。
終わりに
中琉交渉史の中では、「授冠帯・冠服（冠服・冠帯が授けられる）」、「印の下
賜」と「勅封」の三者は、いかなる関係にあるのかを考えてみよう。
勅封は、正式な任命書をもって、任命するということで、もっとも正式で完
璧な任命方式であり、「死後推封」である。
「印の下賜」は、仕事の道具を渡すことから、形式より内容に重きがあり、
実権を与えることに直結するため、「生前授封」に等しい部分が大きい。
この両者のいずれも、地位の高い人、例えば、琉球国中山・山南王・山北王
などに行う。
「授冠帯・冠服」は、中琉の初期交渉史に関して言えば、冠帯・冠服という
実物の下賜より、琉球国王に図案を渡し、自製させると二回にわたり、指示を
出したことがある。このことから見ると、琉球国の○○王に対し、下賜は重視
されたことはわかる。同時に、実際のモノよりは、考え方と制度を伝え、広げ
ようとした動きも、読み取れるのである。しかし、それは、琉球の吸収方によ
り、流れの方向が変えられ、新しい歴史現象を誕生させたのである。これは、
また、中国の天子思想に反するものではない動きとして理解され、ついに定着
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したのである。
中国にとって、考え方と制度を広げるもっとも直接な手段は、文字の使用で
ある。言わば、詔書、勅諭をはじめとする公文書による伝達である。
モノと文字との中間に存在する歴史現象として現れてきたのは、「印の下賜」
である。当然、印も、勅という公文書と同じように、琉球にデザイン、図案を
渡し、作らせたことはないのである。「詔書、勅諭」とともに、「印の下賜」は
勅封にとっては、必須なものである。
これに対して、紆余曲折を経た「冠帯・冠服」は、明琉交渉の当初、権力の
象徴として、授けられたが、最終的に、この意味から、琉球の要請に応じ、変
化を遂げさせながら、勅封に関連づけ、勅封に付属させるようになった。関連
の方法としては、明皇帝からの琉球国王への頒賜物―下賜品としての位置づけ
である。
したがって、下賜品の性格を持つようになり、各時代の価値観から影響を
常に受け、変化に富むものになり、清代に入ると、とうとう、歴史の舞台か
ら消えた。この時点（つまり、姿を消すという結末）もふくめて、視野を広
げてみれば、「授冠帯・冠服」は、天子思想の真髄部分ではないことが一目瞭
然である。
十四世紀の末から、東アジアにおいて、大国としての中国（明）と、統一に
達していない小国としての琉球が、行き来する中で、「冠帯・冠服」をめぐり、
それぞれ違う見方、考え方とイメージを抱いた。そして、それぞれ、自分を表
現し、自分の思いを実現させるために、双方はあきらめずに、その相違を相手
に伝えつづけてきた。このような会話を通して、相互理解が深まり、中国（明）
の技術・文化を一身に集めた「冠帯・冠服」は、海を渡り、琉球に贈られるよ
うに至ったのである。
未統一の地域を代表する王様たち―中山、山南と山北が、中国の政治を動か
すために、刻一刻、変化する中国政治情勢の中で、中国に受け入れられるよう
な論理を組み立て、払った努力は、並大抵なものではなかった。中国も、必然
性のないものの、琉球からの要望とニーズを最大限度に尊重し、原則に反しな
い範囲において、柔軟性を示し、大きな譲歩をした。
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その結果、明代を通して、二百年以上にわたり、琉球の希望の通りに、「冠
帯・冠服」が下賜されていた。その「冠帯・冠服」は、中国文化のシンボルと
して「勅封の礼」の場面に限らず、琉球全域で自分の役割を果たしていた。
十七世紀半ば、「冠帯・冠服」は、「詔書・勅書」、「印」と違い、清朝廷に継
承されずに、中琉交流の舞台を降りていった。中国側の論理から見れば、これ
は、歴史の必然である。
しかし、消えてはいるものの、二百年以上、存在した意義があり、人々の視
覚を通し、琉球に様々な刺激と影響を与え、琉球の地に種を播き、琉球的なも
のの育成に大いに役立った。
「冠帯・冠服」の登場の際、琉球側の論理が大きく働き、その退場は、中国
側の論理によるものであるが、登場から退場までの間、琉球には、また、新し
いものが誕生した。それは、明朝の「冠服」に倣い、縫製する技術と、清朝廷
に答える明代の「冠服」を着用する論理である。つまり、清朝に「何故、私た
ちの勅封を受けるのに、勅封の際、私たちの敵である明代の服を着るのか」と
問い詰められたら、「これは、明朝廷と付き合った時代から、伝わってきた琉
球の前例であり、私たちは、その前例に従わなければならないので、従ってい
るだけ」という返事である。
中国から琉球に渡り、活躍した中国「冠帯・冠服」は、使命を果たしてから
消失した。この影響を受け、琉球で琉球国王の服が作れるようになり、その着
用に関する論理も、このように武装された。
清朝廷からみれば、琉球は、明朝廷から与えられた大事な印鑑も返還したこ
とだし、末梢的な服装は許せる範囲であった。自分たちの満族の髪スタイルや、
服装などを強制的に押し付けないことと共通の論理をもって、寛大な目で対応
した。
大国と小国、均衡性が取れないように見える中国と琉球は、それぞれの論理
とこだわりを持ちながら、時間と根気をかけて、ともに作ってきた完結した物
語である。中世における東アジアの隣国の付き合い方の一つである。
中琉交流史での「冠帯・冠服」誕生、このこと自体は、大小、強弱、高低、
貧富と関係なく、中琉双方が対話と理解を深めることにより、異文化交流に成
功した歴史事例としても、現代における意義が大きい。
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注：
（1）『歴代宝案』1－01－29の一部分である。沖縄県教育委員会発行　1992年　那覇
（2）『明史』には、永楽二（1404）年四月条　中華書局　中華書店　1974年　以下同
「山南王の従弟である王応祖が使を遣わし、承察度の喪を告げた。前王に子がなく、
その王位を応祖に伝える。乞いたいのは、朝命を加え、且つ、冠帯を賜わらんこ
とをと謂う。帝が、並びにこれに従い、遂に官を遣わし、勅封した」
（3）『歴代宝案』1－04－01 礼部咨文　同上
（4）『明史』同上
「永楽十三（1413）年に山南王の後継者である他魯毎が封ぜんことを請うた。皇
帝が行人の陳季若らを命じ、他魯毎を山南王と封じ、誥命・冠服および宝鈔万五
千錠を与えた」
（5）『歴代宝案』1－01－06 中山王の尚巴志　
（6）『歴代宝案』1－12－05・1－16－01 琉球国中山王の尚巴志
（7）『歴代宝案』1－04－01 礼部咨文
（8）『明史』同上
「洪武31年（1398）３月に中山王がふたたび冠帯のために、請いを為した」。「そ
の王が固く請うたため、冠帯を下賜し
（9）『歴代宝案』1－04－02 同上
朝服そのものを琉球国の各官への給賜を拒否した。
（10）『明史』同上
「洪武29年（1396年）に中山王も使を遣わして、冠帯を賜らんことを請う」。
「永楽元年（1403年）春、山北王が冠帯を賜ったのを請うに詔して給賜すること、
中山の如く」。
「永楽２年（1404年）４月に、山南王の従弟である王応祖が乞うらくは、朝命を
加え、且つ、冠帯を賜わらんことを」
（11）『明史』同上
洪武31年（1398年）３月にその臣下に冠服を下賜するようにと命じた
永楽元年（1403年）３月に（山北王の）陪臣にも冠服を下賜した
（12）『明実録』台湾中央研究院歴史言語研究所　民国五一年　以下同
『太宗実録』がより詳細な情報を伝えている。
「琉球国山北王の攀安知が善住古耶らを使に遣わし、表を奉じ、朝賀し、方物を
貢ぎに来た。……善住古耶が冠帯、衣服を賜らんことを請い、もって国俗を変え
るという攀安知の言葉を伝えた。皇帝がこれを嘉とし、礼部に命じ、その国王と
陪臣に冠服を下賜させた」
（13）『明実録』同上
『明実録』には、
「洪武二五年（1392）通事の程復、葉希尹乞賜職、加冠帯
二七年（1394）王相の亜蘭匏　　乞昇授品秩、給賜冠帯　 従之
通事の葉希尹ら二人 又乞昇授充千戸　　従之
永楽 八年（1410）通事の林　佑　　　　　　　 請賜冠帯　　従之
十六年（1418）貢使　　　　　　　　　　　　　賜冠帯
宣徳 三年（1428）貢使の鄭義才、梁回　　　　　　賜冠帯」
（14）『歴代宝案』１－16－02
「一件冠帯事，今照本国缺少通事，選得本国人範徳，諳暁語言，授充通事職事．
未敢擅便冠帯，合行咨請給賜冠帯，回国逓年往来進貢便益，咨請施行，須至咨者
右咨
礼部
洪熈元年閏七月十七日（1425年）」
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従之
（15）梅木哲人「福州柔遠駅と琉球・中国関係」
『中国福建省・琉球列島交渉史の研究』第一書房
中国福建省・琉球列島交渉史研究調査委員会編　　　1995年　東京
（16）『大明会典』巻十成化「十八年定、通事辧事三年、満日、本部考中、支米。又、
辧事三年、満日、考中、送吏部冠帯。又、三年、満日、考中、実授序班。欠通者
許習学半年、再考」
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